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１．はじめに 

 土木構造物のプレキャスト化については、現場施工の合理化等の

優位性からコスト縮減方策の一つとなっている。特に、河川構造物

の樋門では、工期短縮により仮設工を大幅に削減できる場合がある。

また、構造的に見ても、1 ブロック 2ｍ程度のプレキャスト函渠を

プレストレスにより一体化することで、場所打ち RC構造に比較し

てひび割れの少ない合理的な構造とすることができると考えられる。 

しかしながら、図－1～3に示した平成 11～12年度に全国で施工

された樋門（国、都道府県、政令市の 996件を対象）についての実

態調査結果を見ると、樋門本体長 30m 以下、函渠内空断面積 4m2

以下程度の小規模な樋門が全体の 80％を占めるにもかかわらず、プ

レキャスト函渠の使用は 3%に過ぎないことが分かる。この原因と

して、設計法が十分には浸透していないこと、河川用のプレキャス

ト函渠は規格化、量産化されておらず、場所打ち構造に対してコス

ト高となっていること等が予想される。これらのことから、プレキ

ャスト函渠の標準化が実現されれば、普及拡大する可能性が大きい

と考えられる。本文では、樋門を対象に、プレキャスト函渠が標準

化された場合の単価を想定し、場所打ち RC構造とのコスト比較を

行い、プレキャスト化の促進に向けての課題を整理した。 

２．検討方法 

 表－1 に示す条件のもとで直接工事費を算出した。プレキャスト

函渠を用いる場合は、可とう継手を設ける場合と、参考として実用

化が検討されている弾性接合 1)の 2 ケースを想定した。表－2 にこ

れらの概要を示す。弾性接合の場合には、接合部のゴムの形状等に

ついては試行段階であり、本試算では最も一般的な平ゴムとした。

プレキャスト函渠の単価は、すでに規格化され流通してい

る道路用ボックスカルバートの市場価格 2)を参考とし、特

注品割増（5%）を考慮して推定した。また、プレキャスト

函渠の敷設歩掛は、剛接合方式の場合は全国ボックスカル

バート協会資料に基づき、弾性接合方式の場合は土木工事

積算基準 3)の軟弱地盤における柔構造樋門・樋管工(参考工

種)によった。継手工(材工)は、可とう継手、弾性ゴムとも

にメーカー見積もりを用いた。さらに、場所打ち RC構造

の場合の直接工事費は、土木工事積算基準により求めた。 
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表－1 コスト試算条件 

函渠構造 場所打ちRC構造

土かぶり
函渠全長
内空寸法

函渠の製品長 －

接合方式 剛接合方式 弾性接合方式 －
継手構造 可とう継手 弾性ゴム(接合部） 可とう継手
一般的な
継手間隔

14.0m
2.0mまたは1.5m
(接合部） 15.0m

プレキャスト構造

　　　　　　　　　　　L=2.0m
（ただし、B3.0m×H3.0mの場合は
L=1.5m)

20.0m
3ケース（ B1.0m×H1.0m、B2.0m×H2.0m、B3.0m×H3.0m）

4.0m

図－1 樋門本体長 

33%

53%

10%
4%

L≦10m
10m＜L≦30m
30m＜L≦50m
50m＜L

図－2 函渠内空断面積 

26%
9%

10%

55%

A＜1m2
1m2≦A≦4m2
4m2＜A≦9m2
9m2＜A

図－3 函渠の構造 

3%

93%

4%

場所打ち(円管含む)

プレキャスト函渠

ダクタイル等
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 ３．検討結果 

 図－4 は、プレキャスト函渠の直接工事費の内訳を示している。今回の試算では、函渠が規格化されたと

いう前提によって断面積が小さなものでは直接工事費に占める函渠の製品費は 40%程度であるが、断面積が

大きくなると 60%近くにまで増加する。また、弾性接合方式の場合には、継手部分のコスト縮減が期待でき

ることがわかる。さらに、図－5 は、プレキャスト函渠と場所打ち RC 構造の函渠の直接工事費を比較した

ものを示している。この図から、剛接合方式の場合には、内空断面積 4m2程度までは場所打ち RC構造とほ

ぼ同コストで、内空断面積が小さい 2m2では 4%の

コスト減となっている。また、弾性接合方式の場合

には、場所打ち RC構造に対して、内空断面積が 2m2

では 16%、4m2 では 19%のコスト減となり、7m2

程度までは経済的となっている。以上の試算から、

道路用ボックスカルバートに準じて、ある程度製品

の規格化が実現すれば、比較的小規模なものではプ

レキャスト函渠を使用しても、場所打ち RC構造と

同等のコストとなることが分かった。 

４．おわりに 

 今回の試算では、プレキャスト函渠の標準化によ

って単純に製品価格が低下することを前提としたが、

現実的には調達量や地域性等の影響が大きいと考え

られ、これらも踏まえて規格化、量産化の可能性を検

討する必要がある。また、継手に関しても、積極的な

技術開発や標準化が望まれる。さらに、施工実績から

見れば、二重締切が必要となる大規模な樋門の割合は

小さいが、プレキャスト化による仮設コストの縮減効

果は非常に大きいため、小規模なものだけではなく大

規模な樋門についても函渠断面の分割方法の検討等が

必要であると考えられる。 
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表－2 函渠の函軸構造、継手構造の概要 

函渠構造
接合方式 剛接合方式 弾性接合方式

函軸構造
概念図

継手部
概要図

プレキャスト構造
場所打ちRC構造

 

RC RC RC 

可とう継手  可とう継手 緊張材 

Pca Pca Pca 

 

Pca 

緊張材 

弾性ゴム（接合部） 

 

緊 張 材 

ｼ ー  ｽ 

接 合 部 弾性ゴム（圧縮後）

弾 性 ｼ ー  ﾘ ﾝ ｸ ゙  材 

（函渠）

（函渠内面） 

ブチルゴム 

 

伸縮部材 

目地材 

（函渠） 

（函渠内面） 

耐圧ゴムプレート 

 
伸縮部材 

目地材 

（函渠） 

（函渠内面） 

耐圧ゴムプレート 

図－4 プレキャスト函渠の直接工事費の内訳 
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図－5 函渠の直接工事費の比較 
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